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　私はもともと病院に勤務する臨床工学技士でした。臨床工学技士は、
人工呼吸器や人工透析装置、人工心肺など命を支える医療機器の専門
家であり、国家資格の一つにもなっています。そんな臨床工学技士の
大切な役割の一つに「医療機器の管理」があります。定期的に医療機
器の保守点検やメンテナンスを行い、いつでも安定して稼働できるよ
うに準備しておく、命に直結する大切な仕事です。しかし開発途上国
の医療現場では、安全な医療を提供するために欠かせない医療機器の
管理が、おろそかにされている実情があります。

　私は病院に勤務していたころから定期的に休みを取って、途上国の
医療ボランティアに参加していました。そこで目の当たりにしたのが、
医療機器のずさんな管理体制です。院内にどんな機器があるのかスタ
ッフが把握していなかったり、新しく入ってきた機器の使い方が分か
らず放置されていたりという状況でした。中には10台中8台の高度医
療機器が故障している病院もありました。こうした状況に衝撃を受け
た私は、この課題を解決するために起業することを決意しました。世
界中すべての人に、安全と質が保障された医療を届けることを目指し、
事業を進めていきます。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　はじめのうちは、アカデミアの世界からこの課題を
解決する道を探ろうと考えていました。そこで臨床工
学技士の仕事のかたわら大学院に通い、途上国の医療
に関する研究に取り組み始めました。ただ、やってみ
ると研究ベースでは課題の解決までかなり時間がかか
り、「このままでは課題解決にまでたどり着けない」
と悩んだ私は、研究を続ける一方でビジネスとして解
決していく方法も模索するようになりました。

　起業の契機になったのは、大学院２年目のときに応
募した助成金です。起業を支援する公的な研究費でも
あり、私の初期の探索活動および初期検証にぴったり
のものでした。大学の先生方にも協力していただきな
がら応募書類を作成し、無事に採択が決定。その資金
で途上国に向けた医療機器管理のシステム開発に着手
しました。そして、タイ・ラオス・ベトナム・日本に
て実証実験を実施し、そこでの研究成果をもとに、大
学発ベンチャーとして「Redge」を立ち上げることに
なりました。
　

■ サービスの特徴
　日本では当たり前に行われている医療機器の保守点
検ですが、途上国の医療現場ではあまり実施されてい
ません。管理記録は紙にペンで書き込むという、昔な
がらのやり方が一般的です。適切に管理がされないと
機器は故障しやすくなり、患者さんが治療機会を奪わ
れてしまうようなケースも少なくありません。
　当社はそういった途上国の医療機関に対し、医療機
器管理システムと教育システムを提供しています。ク
ラウド上に院内の医療機器のデータベースを構築し、
各医療機器をPCやスマホ、タブレットで管理を行うこ
とで、機器の稼働率や点検スケジュール、医療機器の
使用方法などすべての情報を手に入れることができま
す。現場の業務は効率化されますし、記録の改ざんを
防げるメリットもあります。臨床工学技士としての知
見とノウハウを提供する教育コンテンツがあることも、
当システムの特徴です。
　医療機器管理のシステム開発・提供をしているため
IT企業と見られることもありますが、私たちはあくま
で臨床工学技士であり、そのバックボーンのもとで事
業を展開していることが強みです。現場で培った知識
や経験に基づいた医療機器の管理や使用方法を提供で
きることに、他の企業にはない独自性があると考えて
います。

■ 現状の課題
　当社はVisionに共感したメンバーで構成されています。
中には、自分の仕事を持ちながら参画しているメンバ
ーもいます。少数精鋭で取り組んでいるものの、今後
さらに事業を拡大していくためには、実績をつくり収
益を上げていくことが必要不可欠です。そのための一
つの手段として国内での事業展開に力を入れています。
　国内事業では先述の医療機器管理と教育システムに
加えて、人材不足の医療現場に対する医療機器管理支
援サービス提供を行なっています。これまでベータ版
の提供を行っていましたが、有償利用へ順次、移行し
ています。国内事業の安定化により、海外事業に特化
した人材を増やし開発に一層注力することができます。

まずは国内事業も含めて足元を固めていくことが直近
の目標です。
　　

■ 今後の展開
　海外事業を進めている中で、臨床工学技技士の価値
を再確認しています。様々な国から日本の臨床工学技
士の仕組みは素晴らしいとお話を頂くようになりまし
た。そのため、いずれは現地の大学などの教育現場で
臨床工学技士を育成できるような体制構築をしたいと
考えています。教育現場での育成基盤ができれば、そ
の国の医療現場の土壌もしっかりとしたものになって
いくでしょう。そうなれば私たちが実現したい世界に
もっと近づくことができます。
　また、EC事業への参入も視野に入れています。途
上国では医療機器を修理するスペアパーツの入手も簡
単ではありません。「注文したいけど、どこに頼んだ
らいいか分からない」という声もよく耳にしました。
当社の管理システムから必要なパーツを注文し、現場
に届くような流れをつくりたいと考えています。医療
機器の管理からスペア用パーツの注文までできる一体
的なシステムにすることで、クライアント先の病院の
経営全体をバックアップすることを目指します。
　そして最終的には、私たちの事業を日本の産業界に
も貢献できるようなビジネスに展開していくことが目
標です。そのために挑戦したいのは、オリジナル医療
機器の開発です。管理システムから、各医療機器のデ
ータ・稼働率・現場の意見などを吸い上げ、ネットワ
ークを活用してアイデアの種を見つけ出し、アジア・
アフリカなどの途上国のニーズに沿った医療機器を開
発します。そして、それを協力して製造するのは日本
の中小のものづくり企業です。日本の製造業が海外で
勝負できる土壌をつくることで、日本の経済を活性化
させていきます。
　途上国の勢いは目覚ましいものがあります。いまだ
に昔のイメージで語る方もいますが、現地を訪れてみ
ると人々は若く活気があり、エネルギーにあふれてい
て今後どんどん成長していくことが肌で感じられます。
おそらく日本も高度経済成長期はこのような活力にあ
ふれていたのでしょう。そのときの勢いを取り戻すた
めのきっかけを私たちが生み出せればいいなと思って
います。
　　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションへの挑戦だけに限り
ませんが「やりたいことがあるのに、やらないのはも
ったいない」ということはお伝えしたいです。挑戦す
る前はすごく高い壁に見えることも、後から振り返っ
てみるとたいしたことはなく「あれは小さな一歩だっ
たな」と感じること、けっこうありませんか？そうい
う小さな一歩をいかにして踏み出し、積み上げていく
かがビジネスにおいて大切なことではないでしょうか。
だからこそ少しでもやりたいことがあるなら、まずは
一歩、踏み出してみることをおすすめします。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　
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て今後どんどん成長していくことが肌で感じられます。
おそらく日本も高度経済成長期はこのような活力にあ
ふれていたのでしょう。そのときの勢いを取り戻すた
めのきっかけを私たちが生み出せればいいなと思って
います。
　　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションへの挑戦だけに限り
ませんが「やりたいことがあるのに、やらないのはも
ったいない」ということはお伝えしたいです。挑戦す
る前はすごく高い壁に見えることも、後から振り返っ
てみるとたいしたことはなく「あれは小さな一歩だっ
たな」と感じること、けっこうありませんか？そうい
う小さな一歩をいかにして踏み出し、積み上げていく
かがビジネスにおいて大切なことではないでしょうか。
だからこそ少しでもやりたいことがあるなら、まずは
一歩、踏み出してみることをおすすめします。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　




